
御中

紫外線によるコロナウィルス・細菌等の空間除菌
UVGI(紫外線照射装置) lemarie(ルマリエ)XK15のご提案



世界保健機関WHOが新型コロナウイルスに対して世界的⼤流⾏(パンデミック)と警告した事もありウイルス対策商品の需要は世界的に高まっています。
WHOは2020年7月のガイドライン改定でコロナウィルスのエアロゾル感染を認め、米疾病対策センター（CDC）も10月5日エアロゾル感染の危険性に
ついて警告を発し、ガイドラインを変更しました このことからエアロゾル(マイクロ飛沫)の可能性があるウイルスに対し安心して過ごせる空間を作り出す空気
殺菌商品への関心は急速に高まっています。

2020/7/28 日経新聞より



UVGI（紫外線照射装置︓Ultra Violet Germicidal Irradiation）

シールドサイエンス社 lemarie(ルマリエ)XK15のご紹介

⽶疾病対策センター（ＣＤＣ）は、新型コロナウイルスが空気中を漂う微粒⼦「エアロゾル」
を介しても感染する恐れがあると警告し、感染に対するガイダンスを変更しました。
ＣＤＣは、新型ウイルスは感染者がくしゃみや咳をした際に飛び散る飛沫に加え、閉鎖的な空間
で空気中を数時間にわたり漂うエアロゾルでも感染する恐れがあるとしました。
CDCは、感染予防対策として、高性能空気清浄機やUVGI(紫外線照射装置)の閉鎖的な空間への設置
を推奨しています。（２０２０年１０⽉５日変更のガイドラインに記載）

シールドサイエンス㈱では、２００４年３⽉にUVGI「エアロシールド」を開発、第１号機を熊
本市内の⼩児科クリニックに納品以来、２０１０年発売の後継機「ルマリエ」を含め千数百台の
UVGI製品を全国の⼤学・研究機関・病院・⽼⼈ホーム等に納⼊、UVGI製品の普及に努めてきまし
たが、２０２０年２⽉のクルーズ船でのコロナウィルス集団感染発⽣以来、感染予防対策機器の
急激な需要増に伴いコロナウィルス等への有効性が確認された機器として注文・問い合わせが殺
到しています。



商品概要

「ルマリエ」は、紫外線の中でも高い殺菌効果をもち別名「殺菌線」とも呼ばれるUV-Cを発⽣せる
UVランプを使用した紫外線照射殺菌装置です。UV-Cを室内の高さ2.1ｍ以上の場所に設置、UV-Cを
⽔平⽅向に照射しルマリエと天井⾯までの空間に紫外線ゾーンを作り、室内空気の⾃然対流で紫外
線ゾーンへと浮遊してきた細菌・ウィルス・微⽣物などに紫外線を照射、高い殺菌・不活化効果を
もたらします。



高い安全性と安定性

ルマリエはその最⼤の特徴といえる特殊なルーバーによって紫外線を⽔平⽅向にのみ照射、室内を
⼈が⽣活するゾーンと紫外線ゾーンに分けることで、従来の紫外線照射装置（一般的な紫外線ランプ
は⼈がいない夜間等に照射）ではできなかった⼈がいる空間での24時間連続照射を実現しました。
さらに、ルマリエに採用しているPhilips製UVランプは一般的なUVランプの寿命が約4000〜6000時間

（24時間照射の場合年2回交換交換）に対して約8000時間（年1回交換）の⻑寿命、メンテナンス費用
を⼤幅に抑制しています



強⼒な殺菌⼒

ルマリエで採用しているphilips製の特殊UVランプは、UV-Cの中でも特に殺菌効果の高い波⻑253.7ｎｍ
の紫外線を⼤量に発⽣させます。下の写真のように⾷品加⼯施設での測定結果でも⽰すとおり1時間の照
射で約85％の浮遊菌を殺菌します



新型コロナウィルスへの効果

右のプレスリリースで発表された通り、ルマリエに採用して
いるphilips(現在はsignifyのグループ企業)製特殊UV-Cランプは
⽶国のボストン⼤学との共同実証実験で、新型コロナウィルス
に対し25秒間の照射で99.9999%減少させることが確認されまし
た（実験装置内での結果です。実空間では⻑時間の連続照射が必要とな
ります）

これらの結果を踏まえCDC（⽶国疾病予防管理センター）は、
最新のガイドライン改定で、『医療施設における環境感染管理
のためのCDCガイドライン』の中で、UVGI（紫外線照射装置）を
上部空気ユニットとして天井近くの壁に取り付けるのは理論的
根拠により支持されるため、導⼊を推奨と記載されました。
ルマリエは国内で発売されているUVGI（紫外線照射装置）の中

でも新型コロナウィルスへの効果が実証された数少ない製品で
す。




